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ソフトボール部
　決勝で球磨中に４－４でタイブレイク勝ちで優勝
し、県大会へ出場しました。

ソフトテニス部
団体戦
　男子　優勝（県大会出場）
　女子　３位
個人戦
　男子　ベスト８
　　西・源ペア、福田・川原ペア、
　　小川・山田ペア、加藤・齋藤ペア　

野球部
1回戦
　×水上中・湯前中　２－９　○相良中

柔道
個人戦　
　男子　-55kg 級　西　　飛向　優勝
　　　　-60kg 級　西　　恭吾　２位
　女子　-48kg 級　上村　虹愛　優勝
上記３名県大会出場

空手道
団体戦　男子　組手・形　両方優勝（県大会出場）
個人戦　
　組手　上村安寿磨　２位
　　　　久保田玲音　３位
　形　　上村安寿磨　優勝
　　　　尾前　優心　３位
　　　　梅田　　花　２位
　　　　上記４名県大会出場

水泳
１年男子５０ｍ自由形　　３位　田代　眞希　　４位　力田　　煌
代表男子５０ｍ自由形　　６位　森崎　　諒
代表男子１００ｍ自由形　６位　余利　行登　
代表男子５０ｍ背泳ぎ　　２位　余利　行登　
１年男子２００ｍＭＲ　　１位　

１年女子５０ｍ自由形　　２位　五家舞衣子　　３位　成尾　和奏
２年女子５０ｍ自由形　　２位　福田　陽音　　
代表女子５０ｍ自由形　　１位　小川　茉紘
代表女子１００ｍ自由形　６位　幸野　柚紀

代表女子５０ｍ背泳ぎ　　４位　服部優里奈
代表女子５０ｍ平泳ぎ　　４位　山田　京佳
代表女子１００ｍ平泳ぎ　２位　小川　茉紘
代表女子２００ｍ平泳ぎ　４位　成尾　和奏
２年女子２００ｍＭＲ　　２位
２年女子２００ｍＦＲ　　２位
代表女子４００ｍＦＲ　　２位

学校対抗　男子６位　女子４位　総合　４位
※ＭＲ：メドレーリレー　ＦＲ：フリーリレー

陸上競技
男子　1500m
　力田　　煌　２位
　田代　眞希　６位
　野田　煌暉　６位
　入江彩天音　４位
女子　800m
　小川　茉紘　３位
上記５名県大会出場

～球磨人吉中体連夏季大会～
６月から７月にかけて、各種競技で生徒が健闘。日頃の十分な成果が発揮されました。

水上中魂を存分に見せつける
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村内News………

　７月５日（金）、水上村役場におい
て「暮らしの便利帳」の共同発行に係
る協定書が水上村と（株）サイネック
スとの間で交わされました。この冊子

には、役場での各種手続きやその他行政情報に加え、医
療機関などの地域の情報などが掲載されます。
　過去には、平成 20 年に「村民便利手帳」を作成し、
配布しましたが、10年以上経過し、掲載内容も大変古
くなっていました。それに代わるものとして、12月発
行へ向け、絶賛編集中です。

　７月23日（火）、岩野公民館にて開催されました。村内の70
歳以上のひとり暮らしの方を対象に、集いの場を提供し、福祉関
係者やボランティア等の参加により、地域の支え合い活動を通して、
社会参加の促進と閉じこもりの防止を目的としたものです。村内約
130名の方の内、55名が参加されました。参加者の中で最高齢は、
男性が愛瀬留雄（98）さん、女性が小林ヨシエさん（96）。
　駐在所の甲斐巡査部長が「一人暮らしにおける防犯対策と交通
安全」について講話され、岩野保育所園児による踊りや合唱、民
生委員の椎葉學さんをスペシャルゲストに含めた「芳野とゆかいな
仲間たち」による演芸があり会場は盛り上がりました。お昼は会食
とカラオケで参加者の皆さんの親交は深まったようです。

　７月１１日（木）、３年生の生徒 26 名が岩野
保育所と湯山保育所に分かれ、保育実習をしま
した。水着に着替えた園児たちと遊戯室やプー
ルでたっぷり交流。園児も、お兄ちゃんお姉ちゃ
んと遊ぶのに夢中のようでした。生徒も園児も
良い体験ができたようです。

「暮らしの便利帳」の共同発行へ !!
水上村×株式会社サイネックス

ひとり暮らしの集い　55 名が参加

水上中学校の３年生が保育実習
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第69回球磨郡民体育祭



第74回熊本県民体育祭出場選手
陸上競技　早田　哲也
水泳　平井　親志、谷山　和央、平井　利輝、
　　　小川　恵、力田　陽子、福田　知子
ソフトテニス男子
　山田　将大（監督）、林田　健司、吉鶴　達也、
　永石　龍光、恒松　宏季、小原　正道、
　小原　由智、小原　雄二、田代　浩幸
ソフトテニス女子　福田　仁美、山田　舞子
バドミントン男子　信國　俊輔、右田　洋平
柔道　小野　泰知、荒嶽　卓
銃剣道　源　達也
アーチェリー　西　彰次郎
馬術　丸山　広輝
グラウンド・ゴルフ女子
　坂口　信子、田上　みち子
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球磨郡民体育祭結果
総合順位　８位
ソフトテニス（団体）　１位
柔道（団体）　１位
グラウンド・ゴルフ（女）　２位
バドミントン（男）　３位

　５月14日（火）のゲートボールを皮切りに、各種競技が
７月中旬まで行われました。本村からは、24 種目中15 種目
（ゲートボール、グラウンドゴルフ、ゴルフ、弓道、ソフトテ
ニス（個人戦・団体戦）、ソフトボール、軟式野球、空手道、
バドミントン（個人戦・団体戦）、アーテェリー、バレーボール、
柔道、四半的弓道、銃剣道、ボウリング）に、総勢140 名
が出場し、熱戦を繰り広げました。※水泳と陸上競技は悪
天候などで中止。
　出場された皆さまは大変お疲れ様でした。応援してくだ
さった皆さま、大変ありがとうございました。
　第 74 回熊本県民体育祭は 9月14日（土）・15日（日）
に宇城市で開催され、本村からは 27名が球磨郡代表とし
て出場予定です。選手の皆さんの健闘を祈ります。
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………学校Topics

　国土交通省、球磨地域振興局の担当者による防災教
室のあと、保護者や地域の方と一緒に、危険箇所を確
認しながら下校しました。学んだことを自分の命を守
る行動につなげていきたいと思います。ご協力いただ
いた皆様、大変ありがとうございました。

　６月は「心のきずなを深める月間」でした。各学級で人権
に関する学習を深めるとともに、６月 21 日（金）には全校
で人権集会を行いました。各学級の人権目標を発表したり、
普段の生活の中でど
んな言葉掛けをした
ら互いに気持ちよく
過ごせるかにについ
て考えたりしました。
この人権集会には、
民生委員の方々も参
加くださいました。

【水防下校訓練】
６月14日

【心のきずなを深める月間】

【校内童話発表会】
６月27日

３年　椎葉乙羽さん
『いもうとのにゅういん』

　全児童が５～７分の童話を覚えて学級での発表会に臨み
ました。そして、６月 27 日の校内童話発表会では、松田
朝陽君（１年）、橋本恵奈さん（２年）、椎葉乙羽さん（３年）、
川原太一君（４年）、黒木鈴七さん（５年）、源響也君（６年）
が、代表としてすばらしい発表をしました。椎葉乙羽さんは、
郡市童話発表会の湯山小学校代表となりました。

湯山小
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　６月 11日（火）に５・６年生で「田植え」を行いまし
た。今年もＪＡ青壮年部の皆様を中心にご協力いただきま
した。子どもたち
は、全身泥にまみ
れながら、熱心に
田植えをしました。
秋の収穫に向けて、
除草作業などのお
世話を頑張ります。

　６月 20日（木）に、校内童話発表会を行いました。各
学年の代表７名がこれまでの練習の成果を十分発揮し、そ
れぞれ工夫しながら発表することができました。戦争、家
族など様々な題材のお話に触れることができ、大変有意義
な時間になりました。審査の結果、小川莉温さん（５年）
が人吉球磨童話発表会の代表として選出されました。

　６月 24日（月）に、３・４年生が「大豆種まき」を行いました。山の幸館椎葉信博様に種の
まき方を説明していただい
た後、マルチに穴を空け、
丁寧に種をまいていきまし
た。秋の収穫に向け、草取
りなどを頑張ります。

　６月 13日（木）に３・４年生で「椎茸駒打ち」を行いました。今年も江代地区在住の椎葉正美
夫妻にご協力いただきました。子どもたちは、真っ直ぐ打ち込むのに苦労しながらも頑張ってい
ました。収穫が大変楽しみです。

岩野小
学校Topics………
【地域の方にお世話になっています～体験学習～】

【校内童話発表会】
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………村内News

　７月 19日（金）、役場にてスポーツ推進アドバイザー委嘱状交付式が行われました。
秋葉氏は、トレーナーとして精通し、現在では実業団選手権や日本選手権で優勝するよう
なトップレベル選手の治療を担当。山の神・神野大地選手などの治療にも携わっています。
治人接骨院はり・きゅう院長であり、また、トレーナーという枠を超え、アディダスラン
ニングコーチなど、活動の幅を広げて活躍中。
　交付後、中嶽村長は「本村の合宿誘致やスポーツ
イベントを更に盛り上げていって欲しい」と挨拶。
　全国津々浦々、クロスカントリーコースに足を運
んでいる秋葉氏は、昨年初めて来村。人の温かさや、
環境の良さに心を打たれ、水上が好きになったそう
です。「その感覚が、今後水上村のために動いていく
中で大切なこと。発展に向けて最善を尽くしたい」
と気持ちを新たにされていました。

　６月23日（日）、村民体育館にて行われました。開会式では、
古屋敷老人会の五家武久さんが選手宣誓をし、いざ競技開始。
　各老人クラブや身体障害者福祉協議会、母子寡婦連合会などの
メンバーが６組に分かれて競います。プログラムは玉入れ合戦や
球磨拳、メディシンボールなど12個。会場は度々笑い声が響い
ていました。中でも賑わったのは、参加者からの代表12名が出
場する「パン食い仮装」。毎年仮装テーマは違い、今年は「一休
さんと浴衣ファッションショー」でした。時間をかけて仮装した
後、会場を一周行進してからパン食い競争が始まります。
　水上村の「元気」が証明されたイベントとなりました。

秋葉直人氏に
　　スポーツ推進アドバイザー委嘱状を交付

　響き渡る笑い声 ～福祉団体体育祭～
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村内News………

　全国で何かと話題の「ふるさと納税」。平成 20年に地域活性化を目的に始まり、10年が経
過しました。本村も、全国から寄附という形で寄附金の使途希望をいただき、事業を応援して
いただいています。昨年度は、59件、157万 9千円の寄附をいただきました。ありがとうご
ざいます。今回は、いままでの受け入れ状況や使い道についてご紹介します。

寄附金の使途
平成30年度 累計

寄附件数 寄附金額 寄附件数 寄附金額
１．産業・観光の振興に関する事業 9 155,000 32 1,205,000
２．保健・医療・介護・福祉の向上
に関する事業 8 449,000 36 5,894,000

３．生活環境・自然環境の向上に関
する事業 6 65,000 16 200,000

４．教育・文化の推進に関する事業 7 220,000 11 276,000
５．その他の条例で定める事業 29 690,000 75 3,779,000

合　　計 59 1,579,000 170 11,354,000

～これまでの寄附金運用状況～
　「２．保健・医療・介護・福祉の向上に関する事業」へ寄附いただいたうち、3,554,000 円
を平成 29年度のふれあい会事業へ使わせていただきました。
　この事業は、高齢者の方を対象に、交流の場を設け、介護予防や引きこもり防止などを目的
として月８回（年 96 回）各所で開催され
ています（社会福祉協議会へ委託）。介護予
防サポーターのボランティアグループ「わっ
かの会」の皆さんが進行・講師を務め、音
楽に合わせて体を動かしたり、健康に関す
る講話などをされます。会の終わりには皆
で昼食をかこみます。調理も介護予防サポー
ターの方がボランティアで行います。笑い
声がたくさん聞こえ、終始明るくて和やか
な場です。

水上村ふるさと納税受け入れ状況

（円）
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第23号

新たな令和時代に
ふさわしい議会を創る
第19代　水上村議会の決意
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議長　那須 正弘　就任挨拶

村民に信頼される議会活動を

副議長　那須 良策　就任挨拶

魅力的かつ特色ある
　　　　　　地方創生を推進

　議員の皆様のご推挙により、第 19 代議長の要職に就くことに
なりましたことは、誠に身に余る光栄でございます。衷心より
深く感謝申し上げますと共に、議会の代表として全力を傾け、
公正かつ円滑な議会運営に取り組んでまいる所存でございます。

　近年、議会のあり方が問われており、議会の透明性を高めるための議会改革に取り組みながら、
村民の皆さまに信頼されるよう、議員が一丸となって取り組んでいかねばなりません。

　本村の課題解決へ向けては、行政と議会が協力することはもちろんのこと、常に緊張感を持
ちながら議論を重ね、我々議会側、そして執行部側が、しっかりと両輪となり、様々な問題の
解決に力を尽くすことを決意しております。

　村民の皆様の、尚一層のご支援を賜りますようお願い申し上げまして、議長就任のご挨拶と
させていただきます。

　５月の初議会におきまして、副議長の大役を仰せつかりました。及ばずながら、那須正弘議
長のもと、議会の円滑な運営のため誠心誠意努めさせていただきます。

　さて、全国的に人口減少・少子高齢化は本村でも例外ではなく、財政面においてもこれまで
以上に厳しい時代を迎えることとなります。こうした中、本村の持続的な発展を図るため、総
合計画を基本に、まち・ひと・しごと創生総合戦略に掲げる施策が着々と進められています。
本村の豊かな地域資源を最大限に活用した、魅力的かつ特色のある地方創生を推進してまいり
ます。

　今後とも村民の皆様のご支援と、ご協力を賜りますようお願い申し上げまして、副議長就任
のご挨拶とさせていただきます。
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令和元年第２回定例会が６月18日に開催され、条例改正６件、条例制定１件、
令和元年度各会計補正予算３件などが提案され、慎重に審議された結果、原
案どおり可決されました。

令和元年第２回定例会
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員
会
委

員
に
選
出
さ
れ
た
。

　
　

６
月
４
日
、
上
球
磨
消
防
組
合
議

会
臨
時
会
に
お
い
て
、
米
本
宗
徳
議

員
が
庁
舎
建
設
調
査
特
別
委
員
会
の

副
委
員
長
に
就
任
し
た
。

○
球
磨
郡
町
村
会
の
役
職
就
任
状
況

　
　

５
月
14
日
、
定
例
町
村
長
会
議
に

お
い
て
、会
長
に
内う

ち
や
ま山
慶け

い
じ治
村
長（
山

江
村
）、
副
会
長
に
和わ

だ田
拓た

く
や也
村
長

（
五
木
村
）、
監
査
監
事
に
德と

く
た田
正ま

さ
お
み臣

村
長（
相
良
村
）と
、
中
嶽
弘
継
村
長

が
就
任
し
た
。

○
令
和
元
年
度
球
磨
管
内
主
要
事
業

説
明
会

　
　

５
月
30
日
、
地
元
選
出
の
県
議
会

議
員
３
名
と
管
内
の
10
市
町
村
長
を

対
象
に
、熊
本
県
県
南
広
域
本
部
、球

磨
地
域
振
興
局
の
重
点
取
り
組
み
と

し
て
、地
方
創
生
の
推
進
、市
町
村
と

振
興
局
の
広
域
連
携
の
推
進
な
ど
に

つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。国
・
県
の

大
変
厳
し
い
財
政
の
中
、
本
村
に
多

額
の
予
算
配
分
が
行
わ
れ
た
。

○
九
州
南
部
地
方
が
５
月
31
日
に
梅

雨
入
り

　
　

６
月
６
日
、
本
村
の
防
災
会
議
を

開
催
し
た
。気
象
情
報
に
最
新
の
注

意
を
払
い
、
関
係
機
関
と
の
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
の
開
設
に
よ
り
、
情
報
の
収

集
、
共
有
化
を
図
り
、
村
民
の
方
へ

の
的
確
な
情
報
の
伝
達
や
避
難
誘

導
な
ど
に
万
全
の
体
制
を
期
し
、
安

全
・
安
心
な
村
民
の
暮
ら
し
に
努
め

た
い
。

《
教
育
長
諸
般
の
報
告
》

○
球
磨
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
集
会

　
　

６
月
２
日
「
球
磨
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡

協
議
会
研
究
集
会
水
上
大
会
」
が
村

民
体
育
館
を
全
体
会
場
、
岩
野
公
民

館
及
び
岩
野
小
学
校
体
育
館
を
分

科
会
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。郡

内
小
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
20
団
体
か

ら
３
７
９
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。全

体
会
で
は
、
黒
木
よ
し
ひ
ろ
氏
が
講

師
と
し
て「
ふ
る
さ
と
、
自
然
、
子
ど

も
た
ち
」
を
テ
ー
マ
に
記
念
講
演
が

あ
っ
た
。

○
水
上
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
パ
ー

テ
ィ
ー

　
　

６
月
９
日
、
水
上
マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
。湯
山
郷

商
店
前
を
ス
タ
ー
ト
、
湯
山
小
学
校

駐
車
場
を
ゴ
ー
ル
に
45
キ
ロ
、
25
キ

ロ
、
12
キ
ロ
の
３
部
門
で
競
っ
た
。

申
込
数
89
人
、
出
走
実
数
85
人
、
う

ち
80
人
が
完
走
し
た
。

《
上
球
磨
消
防
組
合
議
員
報
告
》

○
上
球
磨
消
防
組
合
臨
時
議
会
の
開

催

　
　

６
月
４
日
に
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
、全
議
案
、全
会
一
致
で
可
決
。そ

の
後
「
上
球
磨
消
防
組
合
消
防
庁

舎
建
設
調
査
特
別
委
員
会
」
が
行

わ
れ
、
着
工
中
の
新
庁
舎
を
視
察
見

学
、
進
捗
状
況
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
っ
た
。

　
　

本
庁
舎
は
、
平
成
31
年
４
月
26
日

を
工
期
と
し
て
い
た
が
、
原
材
料
の

入
荷
の
遅
れ
、
技
術
者
の
人
材
不
足

等
を
理
由
に
８
月
30
日
ま
で
工
期

延
長
と
な
っ
た
。８
月
30
日
で
内
装

工
事
を
完
了
し
、
外
装
工
事
を
待
た

ず
に
シ
ス
テ
ム
工
事
を
行
い
、
11
月

か
ら
運
用
開
始
予
定
。そ
の
後
、
旧

庁
舎
の
解
体
、
訓
練
棟
の
建
設
、
外

構
工
事
を
含
め
、
令
和
２
年
度
内
に

全
て
の
工
事
が
完
了
す
る
見
込
み
。現在建設中の上球磨消防署新庁舎

防災会議で挨拶する中嶽村長
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《
報　

告
》

○
平
成
30
年
度
水
上
村
一
般
会
計
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

　
　

年
度
内
に
支
出
が
完
了
し
な
い

経
費
に
つ
い
て
繰
越
し
上
限
額
を

設
定
し
、
翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
支

出
す
る
旨
、
議
会
に
対
し
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。（
工
事
関
係
を
中
心
に

11
事
業
を
繰
越
し
）

《
諮　

問
》

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
　

９
月
30
日
で
３
年
の
任
期
が
満

了
す
る
山や

ま
な
か中
泰や

す
ひ
さ久
氏
（
江
代
平
谷
地

区
）
が
再
度
推
選
さ
れ
、
原
案
に
つ

い
て
賛
成
し
ま
し
た
。

《
条　

例
》

○
水
上
村
一
般
職
の
職
員
の
旅
費
に
関

す
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定

　
　

公
共
機
関
利
用
で
は
定
額
と

な
っ
て
い
る
旅
費
を
、
天
災
そ
の

他
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
る
場

合
、
実
際
に
必
要
と
さ
れ
る
実
費
額

と
す
る
改
正
で
す
。（
例
：
災
害
が

発
生
し
、
出
張
先
か
ら
緊
急
に
帰
庁

す
る
必
要
が
生
じ
た
場
合
の
タ
ク

シ
ー
利
用
等
）

○
水
上
村
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定

　
　

被
災
者
支
援
の
充
実
を
図
る
観

点
か
ら
「
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
災
害
援
護

資
金
の
貸
付
け
に
係
る
運
用
を
改

善
す
る
た
め
の
条
例
改
正
で
す
。

○
水
上
村
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
　

定
住
促
進
の
観
点
か
ら
、
公
営
住

宅
岩
野
覚
井
団
地
（
１
棟
２
戸
）
の

用
途
を
一
般
住
宅
に
用
途
変
更
す

る
た
め
の
条
例
改
正
で
す
。

○
水
上
村
一
般
住
宅
管
理
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
　

一
般
住
宅
幸
野
団
地
（
旧
校
長
住

宅
）
を
経
年
劣
化
に
よ
り
解
体
、
公

営
住
宅
覚
井
団
地
を
一
般
住
宅
に

用
途
変
更
す
る
た
め
の
条
例
改
正

で
す
。

○
水
上
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
　

10
月
か
ら
の
消
費
税
率
10
％
引

き
上
げ
に
合
わ
せ
て
、
低
所
得
層

（
所
得
段
階
第
１
段
階
か
ら
第
３
段

階
）
の
保
険
料
負
担
が
軽
減
さ
れ
る

こ
と
に
伴
う
条
例
改
正
で
す
。

○
水
上
村
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定

　
　

放
課
後
児
童
支
援
員
の
基
礎
資

格
を
有
す
る
者
と
し
て
、
専
門
職
大

学
制
度
の
前
期
課
程
修
了
者
を
加

え
る
た
め
の
条
例
改
正
で
す
。

　
（
専
門
職
大
学
制
度
…
実
習
や
実

験
等
を
重
視
し
た
即
戦
力
と
な

る
人
材
育
成
を
目
指
す
目
的
で
、

１
９
６
４
年
の
短
大
制
度
以
来
、

２
０
１
９
年
４
月
に
設
置
さ
れ
た

新
た
な
大
学
制
度
）

○
水
上
村
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条

例
の
制
定

　
　

間
伐
、
担
い
手
の
確
保
、
木
材
利

用
の
促
進
、
普
及
啓
発
等
の
森
林
整

備
及
び
そ
の
促
進
に
要
す
る
経
費

に
充
て
る
た
め
の
基
金
造
成
に
係

る
新
規
条
例
で
す
。国
の
平
成
31
年

度
税
制
改
正
に
お
い
て
創
設
さ
れ

た
森
林
環
境
譲
与
税
が
基
金
の
原

資
と
な
り
ま
す
。

《
予　

算
》

○
令
和
元
年
度
水
上
村
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
７
億

９
，５
４
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額

を
３
２
億
３
，１
４
０
万
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　
　

本
年
度
の
当
初
予
算
で
は
、
改
選

期
で
あ
っ
た
た
め
、
当
初
予
算
に
は

大
き
な
政
策
的
経
費
を
計
上
し
て

い
な
か
っ
た
関
係
上
、
今
回
の
補
正

予
算
で
そ
の
経
費
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
【
主
な
事
業
】

・
林
業
・
木
材
産
業
振
興
施
設
等

整
備
事
業

・
単
身
向
け
定
住
促
進
住
宅
建
設
工

事

単身向け定住促進住宅建設予定地（岩野）
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・
湯
山
小
学
校
テ
ラ
ス
設
置
及
び

プ
ー
ル
塗
装
工
事

・
中
学
校
多
目
的
ト
イ
レ
設
置
工

事
・
中
学
校
屋
外
環
境
整
備
工
事

（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備
等
）

・
湯
山
中
央
及
び
本
野
地
区
の
団

体
営
土
地
改
良
事
業

・
庁
舎
エ
レ
ベ
ー
タ
整
備
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

○
令
和
元
年
度
水
上
村
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
４
５

万
４
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
３

億
６
，９
１
５
万
４
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　
　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
介
護
保
険

制
度
改
正
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
改
修
費

で
す
。

○
令
和
元
年
度
水
上
村
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
７
４

万
２
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
３
，

５
９
４
万
２
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

　
　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
水
道
技
術

管
理
者
資
格
の
取
得
に
係
る
経
費

で
す
。

《
特
別
委
員
会
の
設
置
》

○
広
報
特
別
委
員
会
の
設
置

　
　

議
会
の
審
議
及
び
活
動
状
況
を

住
民
に
よ
り
わ
か
り
や
す
く
周
知

す
る
た
め
、
前
期
に
引
き
続
き

設
置
し
ま
し
た
。
定
数
は
４
名
。

（
米
本
宗
徳
委
員
長
・
山
崎
隆
浩

副
委
員
長
・
杉
野
久
志
委
員
・
尾

前
武
志
委
員
）

○
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
の
設
置

　
　
「
開
か
れ
た
議
会
」に
向
か
って
、
真

に
村
民
の
信
頼
が
得
ら
れ
る
議
会
改

革
を
実
践
す
る
た
め
に
新
設
し
ま
し

た
。定
数
は
那
須
正
弘
議
長
を
除
く

９
名
。（
小
野
賴
年
委
員
長
・
山
崎
隆

浩
副
委
員
長
）

《
意
見
書
》

○
「
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に
関

す
る
意
見
書
」の
提
出

　
　

現
行
の
「
過
疎
地
域
自
立
促
進

特
別
措
置
法
」
は
令
和
３
年
３
月

末
で
失
効
し
ま
す
。
国
の
関
係
機

関
に
対
し
、
新
た
な
過
疎
対
策
法

の
制
定
を
強
く
要
望
す
る
た
め
、

議
会
か
ら
の
意
見
書
提
出
を
採
択

し
ま
し
た
。

《
そ
の
他
》

○
水
上
村
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変

更

　
　

川
内
辺
地
で
坂
下
橋
補
修
事
業・

村
道
石
舟
五
本
松
線
の
道
路
改
良
事

業
を
、高
澄・舟
石
辺
地
で
小
春
地
区

簡
易
給
水
施
設
整
備
事
業・村
道
麦

地
小
春
線
道
路
改
良
事
業
を
実
施
す

る
た
め
の
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変

更
で
す
。

○
熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規

約
の
一
部
変
更

　
　
「
交
通
災
害
見
舞
金
に
関
す
る
事

務
」に
つ
い
て
、当
該
事
務
を
協
同
処

理
し
て
い
る
県
内
38
市
町
村
か
ら
合

志
市
を
削
る
た
め
の一部
変
更
で
す
。

○
議
員
派
遣
の
件

○
継
続
審
査
申
出
書

老朽化した坂下橋（川内地区）

雨でぬかるんだ中学校テニスコート
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ふるさとマイホーム
　　　祝金の拡充は
様々な政策と
　連動できないか検討

Ｑ
Ａ

山崎　隆浩　議員

ふ
る
さ
と
マ
イ
ホ
ー
ム
祝
金
に
係

る
新
築
に
つ
い
て
の
交
付
要
綱
は
。

甲
斐
建
設
課
長　

新
築
す
る
延

床
面
積
が
60
㎡
以
上
で
併
用
住

宅
の
場
合
、
居
住
の
用
途
に
共
さ
れ
る

部
分
が
二
分
の
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

祝
金
に
つ
い
て
は
、
60
㎡
以
上
１
０
０

㎡
未
満
が
30
万
円
、
１
０
０
㎡
以
上
１

５
０
㎡
未
満
が
40
万
円
、
１
５
０
㎡
以

上
が
50
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

定
住
促
進
事
業
で
は
、マ
イ
ホ
ー
ム

祝
金
に
加
え
宅
地
分
譲
も
行
わ
れ

て
い
る
が
、整
備
中
も
含
め
地
域
別
区
画

数
は

甲
斐
建
設
課
長　

岩
野
宮
田
地

区
が
２
区
画
、
湯
山
覚
井
地
区

が
５
区
画
、
湯
山
馬
場
地
区
は
２
区
画

で
、合
計
９
区
画
に
な
る
。

平
成
30
年
10
月
に
定
住
促
進
に
向

け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
わ
れ

て
い
る
が
、宅
地
分
譲
と
住
宅
整
備
希

望
の
結
果
と
、今
後
の
整
備
方
針
は
。

甲
斐
建
設
課
長　

村
内
全
戸
を

対
象
に
実
施
。湯
山
覚
井
地
区
と

馬
場
地
区
の
活
用
は
と
も
に「
家
族
向

け
村
営
住
宅
の
建
設
を
希
望
」が
約
半

数
、次
に「
宅
地
分
譲
希
望
」が
多
か
っ

た
。今
後
の
整
備
計
画
と
し
て
、湯
山
地

区
単
身
向
け
住
宅
４
戸
の
募
集
に
対
し

７
名
の
応
募
が
あ
り
、需
要
が
見
込
ま

れ
る
た
め
湯
山
馬
場
地
区
に
１
戸
、岩

野
石
原
地
区
に
２
戸
単
身
向
け
住
宅
の

建
設
を
計
画
し
て
い
る
。ま
た
、宅
地
分

譲
に
関
し
て
は
、ま
ず
分
譲
を
行
い
、残

区
画
に
は
翌
年
度
、国
の
45
％
の
補
助

を
活
用
し
公
営
住
宅
建
設
を
進
め
て
い

き
た
い
。公

営
住
宅
の
場
合
、所
得
に
応
じ

て
家
賃
が
決
定
す
る
た
め
、高
額

所
得
者
か
ら
は
退
去
も
考
え
て
い
る
と

い
う
話
を
聞
く
。他
の
自
治
体
に
は
１

０
０
万
円
や
２
０
０
万
円
の
住
宅
祝
金

制
度
も
あ
る
が
、現
在
50
万
円
の
祝
金

を
さ
ら
に
増
額
し
、村
内
で
の
マ
イ
ホ
ー

ム
建
設
を
後
押
し
で
き
れ
ば
、公
営
住

宅
の
建
設
費
が
不
要
と
な
る
だ
け
で
な

く
、固
定
資
産
税
収
入
も
得
ら
れ
る
。財

源
の
有
効
活
用
と
い
っ
た
観
点
か
ら
も
、

よ
り
定
住
に
つ
な
が
る
よ
う
現
在
の
制

度
を
拡
充
す
る
考
え
は
な
い
か
。

中
嶽
村
長　

従
来
か
ら
水
上
村

に
住
ん
で
お
ら
れ
る
方
と
新
た

に
定
住
さ
れ
る
方
と
の
調
和
を
と
り

な
が
ら
偏
っ
た
行
政
に
な
ら
な
い
よ

う
、
遠
隔
地
の
通
勤
費
や
Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ

タ
ー
ン
者
に
対
す
る
助
成
、
多
子
世
帯

の
固
定
資
産
税
の
減
免
な
ど
、
今
後
考

え
ら
れ
る
政
策
と
連
動
し
て
で
き
な

い
か
速
や
か
に
検
討
し
た
い
。

問

問

問 問答答

答

答
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増
税
に
伴
う
食
糧
費
等
の

　
　
　
　
　
　
　
　

予
算
対
応
は

Ｑ
要
望
が
あ
れ
ば
予
算
編
成
の
参
考
に
し
た
い

Ａ本
年
10
月
に
消
費
税
が
増
税
の

予
定
と
な
っ
て
い
る
が
、食
糧
費

等
増
税
に
対
応
し
た
予
算
計
上
に
な
っ

て
い
る
か
。

田
代
総
務
課
長　

懇
親
会
や
反

省
会
に
お
い
て
、
１
人
３
，０
０

０
円
で
最
大
出
席
人
数
を
考
慮
し
予

算
計
上
し
て
い
る
。
今
回
の
消
費
増

税
に
あ
わ
せ
て
予
算
措
置
は
し
て
い

な
い
。他

町
村
の
懇
親
会
や
反
省
会
に

出
席
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、1
人

３
，０
０
０
円
以
上
に
な
る
場
合
も
あ

る
と
思
う
。他
町
村
と
の
金
額
の
基
準

等
は
あ
る
か
。

田
代
総
務
課
長　

他
町
村
の
状

況
を
参
考
に
し
て
決
め
て
い
る

が
、
高
い
と
こ
ろ
は
４
，０
０
０
円
、

ま
た
１
，０
０
０
円
は
自
己
負
担
で
上

限
を
設
け
ず
、
そ
の
差
額
を
公
費
負

担
と
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

弁
当
等
は
軽
減
税
率
対
象
で

8
％
の
ま
ま
だ
が
、
資
材
等
に

か
か
る
経
費
は
10
％
と
な
り
、
更
に

利
益
確
保
が
困
難
に
な
る
と
懸
念
さ

れ
て
い
る
。
所
信
表
明
で
は
村
内
産

業
の
育
成
と
確
保
を
行
う
と
あ
っ
た

が
、
少
し
高
く
て
も
よ
い
と
思
う
が

ど
の
よ
う
な
見
解
か
。

中
嶽
村
長　

弁
当
は
社
会
福
祉

協
議
会
や
体
育
協
会
で
は
、
税

込
５
０
０
円
か
ら
７
０
０
円
の
デ
ー

タ
が
出
て
い
る
。
今
後
は
、
飲
食
店
組

合
な
ど
の
団
体
か
ら
金
額
に
つ
い
て

の
要
望
が
あ
れ
ば
、
一
つ
の
目
安
と

し
て
、
予
算
編
成
の
参
考
に
し
た
い
。

問問問 答

答

答

議会を傍聴して
みませんか

次回の定例議会は９月です
（手続は住所・氏名を書くだけです）
詳しくは議会事務局☎44-0319まで
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米本　宗徳　議員

教員の勤務時間と資質は

子供たちのために
　　　　 しっかり指導していく

Ｑ
Ａ

学
校
教
育
の
就
業
規
則
に「
使
用

者
は
労
働
者
に
休
憩
時
間
を
除

き
、
1
日
8
時
間
以
上
、
1
週
間
に
40

時
間
以
上
働
か
せ
て
は
い
け
な
い
」
と

書
い
て
あ
る
が
、
使
用
者
は
だ
れ
で
、

村
内
の
小
中
学
校
で
は
何
時
間
勤
務

し
て
い
る
か
。

西
野
教
育
長　

使
用
者
は
そ
れ

ぞ
れ
市
町
村
の
教
育
委
員
会
の

範は
ん
ち
ゅ
う疇
に
あ
る
。勤
務
時
間
は「
市
町
村
学

校
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休
日
休
憩
に

関
す
る
条
例
」に
従
っ
て「
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
ま
で
の
5
日
間
に
お
い
て
1
日

に
つ
き
7
時
間
45
分
に
な
る
よ
う
校
長

が
割
り
振
る
」と
な
っ
て
お
り
、そ
れ
ぞ

れ
の
学
校
で
若
干
の
ず
れ
は
あ
る
が
時

間
通
り
に
行
っ
て
い
る
。

早
く
登
校
す
る
子
供
も
い
る
と
思

う
が
、朝
は
何
時
か
ら
勤
務
し
て

い
る
か
。西

野
教
育
長　

小
学
校
で
は
8

時
10
分
か
ら
15
分
ぐ
ら
い
に
、中

学
校
で
は
子
供
た
ち
の
安
全
確
保
と

い
う
面
で
、
自
主
自
発
的
に
7
時
か
ら

7
時
半
ぐ
ら
い
に
出
勤
し
て
い
る
。

「
原
則
と
し
て
時
間
外
勤
務
は
命

じ
な
い
」
と
規
則
に
書
い
て
あ

問問 答答

る
。「
時
間
外
勤
務
を
命
じ
る
場
合
は
、

臨
時
ま
た
は
緊
急
の
や
む
を
得
な
い

必
要
が
あ
る
と
き
に
限
ら
れ
る
」
と
あ

る
。そ
の
中
の
ひ
と
つ
に
修
学
旅
行
な

ど
の
宿
泊
学
習
が
あ
る
が
、
こ
の
場
合

の
勤
務
時
間
は
。

西
野
教
育
長　

引
率
し
て
行
う

指
導
業
務
も
、1
日
7
時
間
45
分

だ
が
、1
週
間
で
調
整
し
て
38
時
間
45

分
に
直
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。ま

た
、そ
の
日
の
勤
務
時
間
は
引
率
開
始

か
ら
宿
舎
到
着
ま
で
と
し
、夜
間
活
動

が
あ
る
場
合
は
終
わ
る
ま
で
が
勤
務
時

間
と
な
っ
て
い
る
。

勤
務
時
間
外
に
何
か
あ
っ
た
場

合
の
責
任
問
題
は
。

西
野
教
育
長　

子
供
を
預
か
っ

て
か
ら
無
事
に
保
護
者
へ
返
す

の
が
引
率
業
務
と
解
釈
し
て
い
る
。勤

務
時
間
外
で
あ
っ
て
も
、
安
全
を
守
る

こ
と
が
教
職
員
の
責
務
と
思
っ
て
い

る
。

言
動
が
悪
い
教
員
が
い
る
と
子

供
た
ち
や
保
護
者
の
方
々
か
ら

聞
い
て
い
る
が
。

西
野
教
育
長　

教
員
の
指
導
上

の
問
題
に
つ
い
て
は
厳
し
い
指

摘
が
あ
る
と
校
長
か
ら
も
聞
い
て
い

る
。

子
供
た
ち
が
と
て
も
不
愉
快
に

思
っ
て
い
る
の
で
し
っ
か
り
指

導
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問

問

答答

問

問 答
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尾前　武志　議員

施設等整備事業補助金の
　　　　　今後のあり方は
政策的経費の状況を
　　みながら次期の継続を検討

Ｑ
Ａ

農
業
振
興
施
設
等
整
備
事
業
補
助

金
の
補
助
率
は
現
在
50
％
だ
が
、

例
え
ば
70
％
に
引
き
上
げ
て
、よ
り
利
用

し
や
す
い
補
助
事
業
に
す
る
考
え
は
な

い
か
。西

本
産
業
振
興
課
長　

国
庫
補

助
事
業
の
採
択
基
準
に
該
当
し

な
い
も
の
を
村
の
単
独
事
業
で
採
択

し
て
い
る
が
、
国
庫
補
助
事
業
の
補
助

率
が
50
％
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
越
え

る
補
助
率
で
は
平
等
性
を
保
つ
こ
と

が
で
き
な
い
。

５
年
周
期
の
事
業
実
施
期
間
で

は
、農
業
振
興
や
後
継
者
対
策
を

考
え
る
と
周
期
と
し
て
は
長
い
。林
業
、

商
業
も
同
様
の
補
助
事
業
が
あ
る
が
、そ

の
周
期
を
も
っ
と
短
縮
で
き
な
い
か
。

中
嶽
村
長　

事
業
実
施
期
間
を

５
年
間
と
し
た
の
は
、こ
れ
ま
で

に
商
工
観
光
業
で
も
同
様
の
補
助
事

業
を
実
施
し
た
が
、
そ
の
際
に
５
年
間

と
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
こ
と
と
、
自

己
資
金
の
投
入
が
嵩
む
と
負
債
の
増

加
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。ま
た
、
林
業
に
つ
い
て
も
同

様
の
事
業
を
検
討
し
て
お
り
、
実
施
時

期
に
つ
い
て
は
令
和
２
年
度
あ
た
り

か
ら
と
考
え
て
い
る
。

問問 答答

今
後
の
地
産
地
消
の
取
組
み
は

Ｑ
生
産
現
場
か
ら
販
売
現
場
ま
で

　
　
　

関
係
団
体
と
連
携
強
化
を
図
る

Ａ地
産
地
消
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
か
。

西
本
産
業
振
興
課
長　

産
業
振

興
課
、
観
光
協
会
、
あ
旅
館
組

合
、
出
荷
協
議
会
な
ど
の
関
係
団
体

で
会
合
を
重
ね
、
地
産
地
消
に
本
格

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
一
般
観
光

客
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
宿
泊
客

を
含
め
、
旅
館
だ
け
で
な
く
生
産
農

家
に
も
利
益
を
波
及
さ
せ
た
い
。

ジ
ビ
エ
や
地
元
農
産
物
を
使
っ
た

商
品
開
発
に
よ
り
ブ
ラ
ン
ド
化

を
目
指
す
と
な
っ
て
い
る
が
、い
つ
頃
ま

で
に
ど
ん
な
農
産
物
を
使
っ
た
商
品
開

発
を
考
え
て
い
る
か
。

西
本
産
業
振
興
課
長　

地
方
創

生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、
農

業
生
産
現
場
強
化
の
講
習
会
、
先
進

地
研
修
等
を
実
施
し
な
が
ら
、
１
期

目
の
実
証
事
業
で
生
産
さ
れ
た
農
産

物
と
加
工
品
関
係
を
、
２
期
目
の
実

施
計
画
期
間
で
販
売
に
力
を
入
れ
、

３
年
以
内
に
何
ら
か
の
成
果
を
出
し

た
い
。

― 

次
頁
に
続
く　

問問 答答

地元食材を利用した商品
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災
害
に
対
す
る
備
え
は

Ｑ
防
災
計
画
に
基
づ
い
て
、

　
　
　
今
後
も
防
災
業
務
に
努
め
て
い
く

Ａ慈
眼
院
と
覚
井
公
民
館
に
は
駐

車
場
が
な
く
、道
路
の
端
に
路
上

駐
車
を
さ
れ
る
方
が
多
く
み
ら
れ
る
。

当
該
道
路
は
、小
学
校
の
通
学
路
の
ほ

か
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
避
難
経
路

に
も
な
っ
て
お
り
、緊
急
車
両
等
の
通

行
に
支
障
が
出
る
場
合
も
想
定
さ
れ
る

た
め
、周
辺
に
駐
車
場
整
備
の
必
要
性

は
な
い
か
。

田
代
総
務
課
長　

公
民
館
に
つ
い

て
は
、
村
が
事
業
主
と
な
り
駐

車
場
等
の
工
事
を
行
う
こ
と
は
可
能
だ

が
、
そ
こ
に
３
割
の
地
元
負
担
が
必
要

と
な
る
た
め
、
財
源
に
つ
い
て
は
地
元

住
民
で
協
議
い
た
だ
き
た
い
。

村
と
商
店
等
で
災
害
時
に
お
け

る
食
糧
供
給
等
に
関
す
る
協
定

な
ど
は
考
え
て
い
な
い
か
。

田
代
総
務
課
長　

平
成
30
年
５

月
に
、
配
達
の
際
の
高
齢
者
に

対
す
る
見
守
り
支
援
、
災
害
発
生
時
の

食
料
供
給
に
関
し
て
「
生
協
く
ま
も

と
」
と
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

県
内
に
お
い
て
、
本
村
と
高
森

町
に
は
避
難
勧
告
発
令
基
準
が

定
め
ら
れ
て
い
な
い
と
の
新
聞
報
道

が
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
は
村
独
自
に

避
難
情
報
を
発
令
し
て
い
る
と
な
っ

て
い
た
。
村
独
自
と
は
ど
う
い
っ
た

情
報
か
。

田
代
総
務
課
長　

担
当
者
が
、

雨
が
何
ミ
リ
降
っ
た
場
合
に
避

難
勧
告
・
避
難
指
示
を
出
す
の
か
と
い

う
、
「
よ
り
詳
細
な
判
断
基
準
」
を
策

定
し
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
問
わ
れ

て
い
る
と
判
断
し
未
策
定
と
回
答
し
た

も
の
で
あ
り
、
実
際
は
防
災
計
画
に
判

断
基
準
は
明
記
し
て
あ
る
。

問問

問

答答

答

長きにわたり村の発展に貢献
勇退された　大石長一郎 氏にインタビュー

Q 議員に立候補されたきっかけは？
A 家業もあり相当悩んだが、周囲の皆さまに推さ
れる形で立候補したと記憶している。正直 28 年
も前のことであまり覚えていない（笑）。

Q 議員生活で最も思い出に残っている出来事は？
A 水上村を良くするには、地元から国会議員を輩
出することも大切なこと。金子代議士の擁立のた
めに奔走し、よい関係を築けたことは大きかった。

Q 議員生活28年が終わった今の率直な感想は？
A 歳を重ねるごとに引き際を感じることもあっ

たが、その度に周囲から推されるので、タイミン
グを逸してしまった感もある。今回は体調面で不
安があり、議員を続けることで行政に迷惑をかけ
たくなかった。
Q 後輩議員に一言
A 国の制度が本村の課題のすべてを解決できる
ものでもない。執行部に流されることなく、村民
のために何が必要なのか、自分の意見をしっかり
と持つことが大切。水上村がどうすれば良くなる
か、常にこのことを考えて活動してほしい。

Q 村民の皆さまに一言
A 水上村がどうすればもっと良くなるかを、村
民の皆さまも行政と一緒になって考えていってほ
しい。これまで28年もの長い間、ずっと私を推
していただいた村民の皆さまに心から感謝を申し
上げます。本当にありがとうございました。

略歴　平成３年５月１日本村
議会初当選。以後、平成 31
年 4月30日まで７期 28 年間
議員として活動。第 15 代、
17 代議長をはじめ、多数の役
職を歴任。
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委　
　

員　
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野　

久
志

尾
前　

武
志

【国道３８８号合同現地視察】
　６月 29 日（土）、国道 388 号の合
同現地視察が実施された。湯山舟石か
ら宮崎県椎葉村との県境付近に立地す
る「水上スカイヴィレッジ」までの道
路については、急カーブ・急勾配が連
続する非常に狭あいな道路であり、工
事の困難性と多額の予算を必要とする
ことなどから、これまで大規模な工事
が進められることはなかった。
　本道路は、一般車両に加え木材関係
事業者の大型車両の往来も多く、離合
する際にも相当のストレスが伴い、道

路事情はあまり良いとは言えない。また、椎葉村民の中には、通院、生活物資の調達など、生
活圏域が球磨郡である方も多く、緊急車両の通行に支障をきたしてはいけない。
　本村においては、この道路環境が改善されることで、地方創生事業のモデルケースとして注
目を集める「水上スカイヴィレッジ」の利便性がさらに高まることが想定され、国道３８８号
の拡幅は、その経済効果を最大限に引き出すための非常に大きな要素となっている。
　当日は、衆議院議員の金子恭之代議士、熊本県
議会の松田三郎議員、本村議会議員に工事の進捗
について県から説明があったが、なにぶん工事も
困難を極め、事業費も多額であるため、その財源
を確保することは容易ではない。
　本村の地方創生事業が大きな実を結ぶように、
我々議会も要望活動等を実施しながら執行部を後
押ししていきたい。

水上スカイヴィレッジ会議室にて説明を受ける
金子代議士と松田県議
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総務課からのお知らせ

　「毎月第２木曜日」に行政相談所を
開設します。
　相談は無料で秘密は固く守られま
す。お気軽にご相談ください。
日　時：8月8日（木）午後１時～午後３時
場　所：水上村保健センター
相談員：行政相談委員　唐鎌精二　さん
お問い合わせ先
　総務課　椎葉真珠美　☎44-0311

※社会福祉協議会による相談会も同日開催され
ます。

日　時：8月8日（木）午後１時～午後４時

場　所：水上村保健センター

相談員：弁護士等　　※事前に予約が必要です。

お問い合わせ先

　水上村社会福祉協議会　☎44-0782

【
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】
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教育課からのお知らせ

岩野公民館 図書室より
今月の新刊を紹介します！

書　　　　名 著者名・出版社 書　　　　名 著者名・出版社

もしも　だるまにであったら 山田　マチ
福島　モンタ 字のないはがき 西　加奈子

向田　邦子他

みんなが動かないと思っているもの…… など             
もしも目の前に姿をあらわしたら、もしも動き
出したら、びっくりするはず。そんなもしもの
ときにどうすればいいかを楽しく紹介。

戦争中の、向田さん一家のちいさな妹と、いつ
も怖いお父さんのエピソードを綴った感動の実
話。向田邦子さんのちいさな妹・和子さんが主
人公。ぜひお子さまと語り合って欲しい作品。

ある男 平野　啓一郎  フーガはユーガ 伊坂　幸太郎  

人はなぜ人を愛するのか。幼少期に深い傷を背
負っても、人は愛にたどりつけるのか。「大祐」
の人生を探るうちに、過去を変えて生きる男た
ちの姿が浮かびあがる。

あらすじは秘密、ヒントを少し。
双子／誕生日／瞬間移動
1年ぶりの新作書き下ろし長編は、ちょっと不
思議でなんだか切ない。
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税務住民課からのお知らせ

納税のお知らせ

８月の税金等
※村県民税　　　　　　　２期
※国民健康保険税　　　　４期
※後期高齢者医療保険料　４期
※介護保険料　　　　　　３期

【８月の納期限は、9月2日（月）】です。
　納め忘れのないよう、お早めに最寄りの取扱金融機関等で納付ください。
　８月の口座振替日は８月26日（月）です。口座振替で納付されている方は、
前日までに預貯金口座の残高の確認をお願いします。

◎各地区のみなさま方、税金の納期内納入・年度内完納に
　ご協力ください。
※税金を納期内に納入されますと、報奨金として１件につき１００円が
　地区に支払われます。

★水上村の納付書での納入取扱金融機関等は下記のとおりです。

取扱金融機関等 窓口取扱時間 取扱曜日

水 上 村 役 場　 会 計 室 午前８時３０分～午後５時１５分

月～金曜日
（祝祭日除く）

郵 便 局（ ゆ う ち ょ 銀 行 ） 午前９時００分～午後４時００分

JA 球 磨　 本 所 及 び 各 支 所

午前９時００分～午後３時００分
肥後銀行　本店及び各支店

熊本県信用組合　本店及び各支店

熊本銀行　本店及び各支店

　なお、納税には便利で確実な口座振替を是非ご利用ください。
　口座振替のお申し込みは各金融機関の窓口にてお願いいたします。

※各税等について、ご不明な点がありましたら下記までご連絡ください。

　【税務住民課　☎４４－０３１６】村県民税・固定資産税・軽自動車税・介護保険料
　　　　　　　　　　　　　　　　  国民健康保険税・後期高齢者医療保険料
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税務住民課他からのお知らせ
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令和元年度（平成30年度課税分）納税表彰
19地区中、８地区が完納

　今年度は、８地区が平成30年度内に完納し、表彰されました。
　また、納期内納付は、昨年に比べ、346件多い 7,016 件で、各地区へ１件につき 100円の
報奨金が交付されました。
　税金は水上村の貴重な財源となりますので、今後とも納期内納入及び年度内納入にご協力い
ただきますようお願いいたします。
　なお、グラフは、村県民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税の年度内納付件数の
割合を表しています。
※平成 30年度分のため、古屋敷区については、旧地区名（古屋敷下・古屋敷上・千ケ平）に
て表記しております。

ごみの野焼きは禁止されています！
　近頃、家庭ごみの野焼きが見受けられ、それに伴う煙や悪臭の発
生で周囲に迷惑がかかっています。ごみの野焼きは、『廃棄物の処
理及び清掃に関する法律』により、原則禁止されています。
　野焼きは、有害物質を発生させる恐れもあり、大気汚染の原因や
人体の健康にも悪影響を及ぼしかねません。
　今一度ごみの処分のルールを確認し、水上村の環境保全に努めま
しょう。
　

保健福祉課　担当：中村　TEL44-0313（直通）

平成30年度の納税成績グラフ
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　児童扶養手当は、母子家庭や父子家庭などで 18 歳までの児童および一定の障がいの状態に
ある 20 歳までの児童を扶養し、次の対象要件のいずれかに該当する人で、所得制限限度額未
満（表 1）の人が受けることができます。なお、手当てを受けるには申請手続きが必要です。
【対象要件】
●父または母が 1 年以上拘禁されている児童 
●父または母に 1 年以上遺棄されている児童
●父または母が死亡または生死不明である児童 
●父または母が重度の障がいを有する児童
●父母が離婚した児童・婚姻によらないで生まれた児童
●父または母が裁判所からDV保護命令を受けている児童
表 1　児童扶養手当　所得制限限度額表

扶養親族等の数
受給資格者本人の所得限度額 扶養義務者、配偶者、孤児

等の養育者の所得限度額全部支給 一部支給
0 人 490,000 円 1,920,000 円 2,360,000 円
1 人 870,000 円 2,300,000 円 2,740,000 円
2 人 1,250,000 円 2,680,000 円 3,120,000 円

３人目以降 ※ 1 人増えるごとに 38 万円ずつ加算
（本人の所得が限度額内であっても、同居する扶養義務者の所得が限度額を超えていると手当て
は支給されません）
【手当月額（児童１人当たり）】※令和元年度 (2019 年度 )
・児童1 人の手当額 全部支給 42,910 円 一部支給 42,900 円～ 10,120 円
・第2 子の加算額 全部支給 10,140 円 一部支給 10,130 円～  5,070 円
・第3 子以降加算額 全部支給 6,080 円 一部支給 6,070 円～  3,040 円
【現況届】
　毎年８月中に現況届の提出が必要です。提出がないと８月分以降の手当の支給が差し止めら
れますのでご注意ください。熊本県から児童扶養手当を受給されている人へは別途お知らせし
ます。

　特別児童扶養手当とは、身体又は知的・精神に中度以上の障がいを有する児童 (20 歳未満 )
の福祉の増進を図ることを目的として、養育している父もしくは母、又は父母に代わって養育
している方に対し支給される手当です。
※対象児童が、児童福祉法等により施設に入所している場合や当該障がいを支給事由とする年
金を受給している場合は対象となりません。

特別児童扶養手当を受けることができる方
　知的、精神または身体に障がいのある 20 歳未満の児童を家庭において監護している父もし

児童扶養手当

特別児童扶養手当

保健福祉課からのお知らせ
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保健福祉課からのお知らせ

　この手当は、精神又は身体に著しく重度の障害を有し、日常生活において常時特別の介護を
必要とする特別障害者に対して、重度の障害のため必要となる精神的、物質的な特別の負担の
軽減の一助として手当を支給することにより、特別障害者の福祉の向上を図ることを目的にし
ています。

【対象要件】
　精神又は身体に著しく重度の障害を有するため、日常生活において常時特別の介護を必要と
する状態にある在宅の 20歳以上の者に支給されます。

【支給月額】（平成 31年 4月より適用）
　27,200 円

【支払時期】
　特別障害者手当は、原則として毎年 2月、5月、8月、11月に、それぞれの前月分までが支
給されます。

【所得制限】
　受給者もしくはその配偶者又は扶養義務者の前年の所得が一定の額以上であるときは手当は
支給されません。

お問い合わせ先：保健福祉課　荒嶽雄一　☎４４－０３１３

特別障害者手当

くは母（所得が高い方）または父母に代わってその児童を養育している方が手当を受けること
ができます。

　⑴申請日に日本国内に住所があり、満 20歳未満の障がい児を養育している
　　保護者であること
　⑵児童が障がいによる公的年金を受けていないこと
　⑶児童が児童福祉施設（通園施設は除く）に入所していないこと
　⑷保護者本人などの毎年の所得が基準以下であること

手当額　令和元年度（2019 年度）
　1級　1人につき　月額 52,200 円
　2級　1人につき　月額 34,770 円
　手当ては、4月、8月及び 12月にそれぞれ前月までの分が支給されます。
※所得による支給制限があり、受給者・配偶者・扶養義務者の所得が所得限度額以上であると
手当は支給されません。
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保健福祉課からのお知らせ
保健
師

  コ
ラム

vol.19

「高血圧を予防するためには」
　６月号（パート３）に続き、今回は、「予防」についてご紹介します。
高血圧が続くと血管が障害されて動脈硬化が進行し、脳卒中や心筋梗塞が起きやすくなります。
収縮期（最高）血圧が120mmHg未満、拡張期（最低）血圧が80mmHg未満の人に比べて、

収縮期血圧が140mmHg以上・拡張期血圧が90mmHg以上の人では、脳卒
中や心筋梗塞の発症危険度は3倍以上に上昇するという調査結果があります。
　血圧を安定させる、血圧を下げるためには、「食事」「運動」が重要となります。
　今回は、「食事」についての予防策をご提案します。１～４までの予防策をぜひ日常生活に取
り入れてください。

１　塩分を控える 食塩摂取量目標値（厚生労働省）

男性：１日８ｇ未満　　　女性：１日７ｇ未満

治療中の方：1日の食塩摂取量6g未満

　食塩のとりすぎは血圧を上げる重大な要因の１つ。減塩を心がければ血圧が下がることが明
らかです。塩分を１日１ｇ減らすと、収縮期血圧は１ｍｍＨｇ下がるとの調査結果があります。
　①減塩のしょうゆやみそなどの活用。
　　塩分の多い調味料　
　　１位：塩　２位：しょうゆ　３位：味噌　４位：ソース　５位：ケチャップ　
　　＊味付きポン酢や顆粒の和風だしにも塩分は含まれていますので、ご注意を !!
　②コンビニ弁当や外食では、食塩相当量を確認する。（３ｇ未満のものを選ぶ）
　③ラーメンの汁は、半分以上残す。
　④酢（食塩無添加）や香辛料、だし、大葉やみょうがなどの香味野菜を使う。
　⑤食品の表示がＮａの場合には、食塩の量は2.5 倍になる。（Ｎａ＝塩分ではない）

２　野菜をしっかりとる。1日350ｇ以上 !!

　食物繊維をしっかりとることが大切です。野菜・海藻・きのこ・玄米などに多く含まれています。
野菜にはビタミンやミネラルも豊富に含まれており、特にカルシウム、カリウム、マグネシウム、
ビタミンKなどの栄養成分は高血圧の予防・改善に役立ちます。

３　カルシウムもしっかりとる。（牛乳などの乳製品）

　牛乳には良質なタンパク質やカルシウムなどが含まれ、カルシウムは骨を強くするだけでな
く、血圧調整の役にも立ちます。ただし、乳製品には飽和脂肪酸も多く含まれるので、体重や
カロリーが気になる人は、無脂肪乳や低脂肪乳を選びましょう。

４　玄米や全粒粉を食べる。

　玄米や全粒粉など精製度の低い穀物は、普通のパンやご飯よりも食
物繊維が豊富に含まれており、主食に混ぜて食べると、無理なく食物
繊維の摂取量を増やすことができます。さらに腹持ちが良いので、食
欲を抑え、食べ過ぎを防ぐ効果も得られます。米や小麦粉を精製する
と高血圧や糖尿病の改善に有用な栄養素が失われてしまいますが、玄
米や全粒粉であれば有用な栄養素を摂取できます。

ご質問やお尋ねは　保健師 廣末までご連絡ください。☎ 44-0313
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農業委員会からのお知らせ

農業者年金で安心・豊かな老後を

非農地証明について

◎農業に従事する方の老後の安心に役立ちます。
　　国民年金　＋　農業者年金
◎こんな方が加入できます。
　①国民年金第１号被保険者
　②年間60日以上農業に従事
　③20歳以上60歳未満の方
◎積立方式だから自分がかけた金額は年金として生涯もらえます。
　（仮に80歳前に亡くなった場合でも、死亡一時金が遺族に支給されます。）
◎保険料はいつでも変更できます。
　月々２万円から６万７千円まで
◎支払った保険料は全額社会保険料控除となり、所得税や住民税等の節税になります。
◎政策支援（保険料の国庫補助）が受けられます。
　例：認定農業者等で青色申告者で35歳未満の人は10,000円（５割）補助

問い合わせ先　水上村農業委員会　尾前美咲（44-0314）
　　　　　　　球磨地域農業協同組合　上球磨支所水上店（46-0311）

　水上村では、自然災害等で農地への復旧が出来ない土地や、やむを得ない事情によって、概
ね20年以上、耕作放棄され、森林・原野化している土地については、農業委員会が現地調査を
行い地目変更登記申請等に必要な非農地証明書を発行しています。
１．非農地証明の対象範囲
　ア　農地法が適用された日の前（昭和47年5月15日）から非農地であった土地
　イ　自然災害による災害地等で農地への復旧が著しく困難であると認められる土地
ウ　原則として20年以上耕作放棄され将来的にも農地として使用することが困難であり、農
地行政上も特に支障がないと認められる土地

２．申請に必要な添付書類
　　・土地登記事項証明書
　　・附近見取図
　　・現況写真
　　・その他農業委員会が必要とする書類
３．申請から証明書交付までの流れ
事前相談・申請にかかる説明
　　　　　↓
証明願提出（毎月26日まで 閉庁日の場合はその前開庁日）
　　　　　↓
内容の確認・現地確認
　　　　　↓
翌月の農業委員会総会で審査（毎月10日頃開催）
　　　　　↓
証明書交付（月の中旬頃）

問い合わせ先　水上村農業委員会　尾前　美咲（44-0314）
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建設課からのお知らせ

令和元年度排水設備工事責任技術者資格認定試験を開催

■試験案内・申込書
▶配布開始日　８月１日（木）～
▶配布場所など
　　水上村役場建設課で配布または（公財）熊本市上下水道サービス公社ホームページ
　（http://wsc.kumamoto.jp/）  からダウンロード
▶日　時　令和元年11月10日（日）　午前9時15分～11時30分
▶場　所　熊本学園大学（熊本市中央区大江２丁目５－１）
▶費　用　受験料5,000円
▶申込み　令和元年８月15日（木）～９月20日（金）午後５時までに申込書を記入し、郵送（９

月20日消印有効）または持参で〒862-0950熊本市中央区水前寺6-2-45（公財）
熊本市上下水道サービス公社へ
※希望する方には講習会を行います（有料）。
詳しくは、（公財）熊本市上下水道サービス公社（096-288-7362）へ。

八代・天草架橋
建設促進総決起大会

参加者募集
お問い合わせ　水上村役場　建設課

☎　44-0315

　県南・天草地域をつなぐ夢の八代・天
草架橋の早期実現に向けた地元の期待と
熱意を地域内外へ広く訴えるための総決
起大会を開催します。
　昨年度、県南・天草間の地域間連携を
物流、観光、防災などの多様な観点から
探るための調査研究を行い、架橋実現に
よってアジアの活力を引き込み九州東西
軸の交流促進にも寄与するなど大きな効
果が期待されることがわかりました。
　また、建設促進に向けた署名活動にお
いても３万 2000 人を達成し、これまで
になく地元住民や民間企業などにおける
機運が高まっていることから華架橋の早
期実現に向けて総決起大会を開催するも
のです。

と　き　８月３日㈯　午後２時～４時
ところ　鏡文化センター
内　容　①オープニングセレモニー
　　　　②特別講演「架橋への道」
　　　　③スローガン採択
　　　　④ガンバロウ三唱
講師　大浦　貞治氏（宮古島氏伊良部商工会長）
　沖縄県宮古島と伊良部島とを結ぶ「伊良部大橋」の実現に向けて、
伊良部架橋促進青年会議初代会長として宮古圏域経済団体の青年部組
織をまとめ、架橋の早期建設に向けての住民意識の高揚を図る各種イ
ベントを主催、また関係機関への要請行動にも意欲的に取り組み、架
橋実現のため尽力。
費　用　無料
申込み　氏名、住所、電話番号をメールまたは電話、
　　　　FAXでお知らせください。（当日参加可）
　　　　（メール）kensetu@mizukami.kumamoto.jp
　　　　（電話）44-0315　（FAX）44-0662
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令和元年度（2019年度）
警察職員（警察官B・警察事務）採用試験

試験区分 警察官B
（男性・女性） 警察事務

募集人数 男性　32人程度
女性　10人程度 ２人程度

願書配布 ６月21日から配布中

受付期間 ８月９日（金）～８月30日（金）
＊インターネットによる受付も同じ

第
１
次
試
検

試験日 10月20日（日） ９月29日（日）

試験内容 教養・作文 教養

合格発表 10月下旬 10月上旬

第
２
次
試
検

試験日

適性
体力

11月９日（土）
11月10日（日）

適性
作文 10月26日（土）

面接 11月23日（土）
～11月27日（水） 面接 11月２日（土）

～11月４日（月）

合格発表 12月下旬 11月中旬

受験資格

●18歳～27歳の方（平成４年
４月２日～平成14年４月１
日生）
●学校教育法による大学（短期
大学を除く）を卒業又は令和
２年（2020 年）３月末ま
でに卒業見込みの方（人事委
員会が同等の資格があると認
める方を含む）は受験できま
せん。

●18歳～21歳の方（平成10
年４月２日～平成14年４月
１日生）

●学校教育法による大学（短期
大学を除く）を卒業又は令和
２年（2020 年）３月末ま
でに卒業見込みの方（人事委
員会が同等の資格があると認
める方を含む）は受験できま
せん。

※　採用予定数は、各警察署、警察本部などの警察施設で配布している試験案内・受験申込書
　又は熊本県警察ホームページで確認してください。

お問い合わせは多良木警察署まで

☎42-4110（内線211・212）
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◆訓練時間・場所
　9：00～ 16：00　（お昼休憩 60分）
有限会社システムランド（人吉市上薩摩瀬町 1472-1）

◆対象者・受講定員
ハローワークへ求職申込をしている離職中の
方・定員 20名
◆受講料無料
◆テキスト代　税別　11,500 円（予定）
◆申込方法
　ハローワークで、専用の申込書でお申込み下さい。
◆申込期限　令和元年9月24日（火）迄
※無料の託児施設を準備しております。( 定員 5
名)ご利用を希望される方は、お問合せ下さい。

※再就職に有利な、簿記関連、パソコン関連の
資格取得が可能です（試験料は自己負担）

令和元年度（2019 年度）球磨支
援学校「オープンスクール」
◆日時　９月 27日（金）
　　　　10：00～ 11：50まで
◆場所
熊本県立球磨支援学校（球磨郡多良木町多良木 4217）

◆日程
 9：30     10：00        10：50                  11：50解散
受　付
自由参観

「学校紹介」
概要説明

「公開授業」
　小学部：生活単元学習
　中学部：作業学習
　高等部：作業学習 

各自
終了

◆参加対象者
・行政、福祉関係(教育委員会､教育事務所､福
祉事務所､福祉課､社会福祉協議会､保健所)

・教育関係（小･中･高教職員及び特別支援教育
支援員、幼稚園・保育園職員）

・福祉施設関係　　
・一般（保護者、地域住民、民生委員、特別支
援教育に関心のある方）

◆申込方法
　本校ホームページより申込み用紙をダウンロー
ドの上、９月13日（金）までにFAXか郵送にて申込
み下さい。
ホームページURL：http://sh.higo.ed.jp/
kuma-s/
※鑑文、送信票は不要です。メールでの申込み
は受け付けておりません。

「なんとめでたいご臨終」
小笠原文雄先生講演会
　在宅看取り 1000 人以上の名医が伝える「旅立
つ人も見送る人も満足な死に方」についての講演
会です。どなたでもお気軽にご参加下さい。
◆日時　８月 24日（土）
◆開演　17：30～　終演：19：00
◆会場　あさぎり町須恵文化ホール
◆定員　450名（先着順・申込み不要）、入場無料

熊本県子ども・若者総合相談セン
ター　出張相談会　ＩＮ　人吉
　これからの将来が不安、人間関係で悩んでいる、
学校に行けない・行きたくない、学校を辞めてしまっ
た、働く気がおきない等、さまざまな悩みや心配さ
れていることについてご相談ください。本人はもち
ろん、家族、関係者の方でも気軽にご相談ください。
◆相談日　9月 19日（木）
◆時間　11：00～ 16：00（※受付 15時まで。）
◆会場　熊本県球磨総合庁舎　中会議室　
　　　　（人吉市西間下町 86－ 1）
◆料金　無料
◆対象　主に 15歳～ 39 歳までの方とそのご家
　　　　族、友人、知人、支援者　等

人吉球磨地域での公共職業訓練実
施について
　一般事務職、経理事務補助等事務職等を中心に
再就職するために有利な簿記知識と PC操作技術
を習得する職業訓練を行います。
◆訓練コース名　パソコン・会計簿記初級科
◆内容
日商簿記の初級・3 級の知識と PC 会計の実
務を習得し、PC 操作の基礎である Excel と
Word のビジネス操作力を身に付け、仕事に必
要なスキル（能力）を習得します。
◆訓練期間　令和元年10月31日～令和2年1月30日

お知らせ

お問い合わせ先
熊本県立高等技術専門校
　（Tel）096-378-0121

お問い合わせ先
熊本県立球磨支援学校　教頭　西山拓洋
　（Tel）42-3792　（Fax）42-6938

お問い合わせ先
人吉市医師会　木村　（Tel）090-8353-8882

ご連絡先
熊本県子ども・若者総合相談センター
　～　COCON　ここん　～　
　熊本市東区月出3丁目1－120
　　熊本県精神保健福祉センター2階
（Tel）096-387-7000（月～金　8：30～21：00）
（Mail）kowaka-cocon@wind.ocn.ne.jp
（HP）http://kowaka-cocon.jp/
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月 日 曜日 上球磨 中・下球磨 人吉市 小児科

8

4 日 仁田畑クリニック
（TEL　42-1123）

たかの眼科
（TEL　47-2550）

ひとよし内科
（TEL　24-1211） 公立多良木病院小児科

（TEL　42-2560）豊永耳鼻咽喉科医院
（TEL　22-2031）

11 日 そのだ医院 
（TEL　43-2063）

岩井クリニック
（TEL　49-2181）

外山胃腸病院
（TEL　22-3221） 増田クリニック小児科

（TEL　22-3570）人吉皮膚科医院
（TEL　22-6211）

12 月 増田耳鼻咽喉科クリニック
（TEL　45-8001）

権頭医院
（TEL　36-0008）

人吉中央温泉病院
（TEL　24-2854） たかはし小児科内科医院

（TEL　24-2222）ふかみ耳鼻咽喉科
（TEL　24-1126）

18 日 東病院
（TEL　45-5711）

高田内科医院
（TEL　38-3677）

万江病院
（TEL　22-2357） 人吉医療センター小児科

（TEL　22-2191）平井整形外科リハビリテーションクリニック
（TEL　24-8213）

25 日 犬童耳鼻咽喉科
（TEL　43-0777）

田中医院
（TEL　38-0061）

光永医院
（TEL　22-2366） やまむら医院

（TEL　45-0005）愛甲産婦人科
（TEL　22-4020）

※予定のため、変更になる場合もございますので、ご了承ください。

月 日 曜日 当　番　薬　局 小児科

8

4 日
ひご薬局多良木店（多良木町）
（TEL　49-1011）

くるみ薬局（あさぎり町）
（TEL　49-9630）

ファーコス薬局多良木いちご（多良木町）
（TEL　42-6888）

クスノキ薬局御薬園店（人吉市）
（TEL　32-9183）

ココ薬局（人吉市）
（TEL　22-7995）

山口薬局（多良木町）
（TEL　42-2123）

11 日
犬童薬局（湯前町）
（TEL　43-3903）

おかざき薬局（あさぎり町）
（TEL　49-2905） 五日町薬局（人吉市）

（TEL　23-6228）高階誠心堂薬局西間店（人吉市）
（TEL　22-7880）

12 月
清風薬局サンロード免田店（あさぎり町）
（TEL　49-9600）

あおい調剤薬局（人吉市）
（TEL　32-7677） たんぽぽ薬局（人吉市）

（TEL　23-6170）宝来調剤薬局（人吉市）
（TEL　22-6884）

18 日

岡原けんこう堂薬局（あさぎり町）
（TEL　45-6023）

きりん薬局岡原店（あさぎり町）
（TEL　45-1280）

さくら調剤薬局医療センター前店（人吉市）
（TEL　32-9657）

高階誠心堂錦調剤薬局（錦町）
（TEL　38-4940）

さくら調剤薬局瓦屋店（人吉市）
（TEL　22-1677）

エスエス堂城本店（人吉市）
（TEL　22-0337）

25 日
きりん薬局原田店（多良木町）
（TEL　42-6900）

エスエス堂瓦屋店（人吉市）
（TEL　22-6550） エスエス堂きりん本町薬局（あさぎり町）

（TEL　45-6330）まえだ薬局（人吉市）
（TEL　23-2987）

※予定のため、変更になる場合もございますので、ご了承ください。

人吉・球磨休日在宅医当番（８月）

休日当番薬局（８月）

赤
ち
ゃ
ん
ご
紹
介米来　颯

さつき

希ちゃん（女）
（令和元年５月9日生まれ）

水上村大字湯山
父：博也さん　母：早さん

かいじゅうお姉ちゃんに負けな
いよう、元気いっぱいで明るく
優しい子に育ってください！

右田　康
こうせい

生ちゃん（男）
（令和元年５月22日生まれ）

水上村大字岩野
父：洋平さん　母：教子さん
お兄ちゃんと仲良く健康で
すくすく大きくな～れ～♡
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　７月 20日（土）に行われた湯山保育所夕涼
み会で、ジュースの早飲み競争を終え「ごちそ
うさま」をする年長さんです。保護者力作の流
しそうめんもあり、夏の良い思い出ができたよ
うです。記事は来月号に掲載予定です。

表紙
の説
明

８・９月の行事予定
８月３日（土） 岩野保育所夏祭り
　  11日（日・祝） ゆかたdeビアガーデン
　  24日（土） 第15回桜の里夏祭り
　  31日（土） 第３回水上マウンテン
 パーティー前夜祭
９月１日（日） 第３回水上マウンテン
 パーティー
※予定ですので、変更になることがあります。

人のうごき
令和元年6月末現在（　）内は先月比

人口

男

女

世帯数

2,187  （＋3） 

1,025  （＋2） 

1,162  （＋1） 

  888  （－1） 

8月のごみ収集・・・美しい水上 ３R（リデュース・リユース・リサイクル）・温暖化防止活動に参加しましょう。
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えるごみ

燃えないごみ

資源ごみ

資源ごみ

資源ごみ

資源ごみ

8日・15日・22日・29日：
　　アルミ缶・スチール缶・透明びん・茶色びん

1日：燃えないごみ・鉄くず・ガラス・陶器　　　　　　

資源ごみ

燃えないごみ

燃えるごみ 5日・12日・19日・26日

お盆前のし尿くみ取り業務のお知らせ
　８月10日（土）～12日（月）は休業日、８月13日（火）～15日（木）は、夏季休業日
となっております。
　汲み取り業務が遅滞する場合は８月３日（土）が臨時の作業日となりますので、依頼さ
れる方はお間違えの無いようにお願いします。

お問い合わせ先　　　　水上村役場　保健福祉課　　　　TEL　４４－０３１３
　＜ごみ直接搬入について＞…　人吉球磨クリーンプラザ　　　TEL　２２－１４１４
　＜し尿くみ取りについて＞…　（有）球磨清掃公社　　　　　TEL　４２－２６１４

人吉球磨ごみ分別アプリのダウンロードはこちらです　↓↓

水上村役場　保健福祉課　☎４４－０３１３
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